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令
和
五
年
度
六
月
十
日
（
土
）、
学

習
院
大
学　

南
三
号
館
二
〇
一
号
室
に

お
い
て
、
大
会
が
行
わ
れ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
を
へ
て
、
対
面
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
配
信
を

並
行
さ
せ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
の
初
め

て
の
形
式
で
の
大
会
実
施
と
な
っ
た
。

東
京
で
の
大
会
開
催
自
身
、
久
し
ぶ
り

の
こ
と
も
あ
り
、
早
朝
か
ら
大
勢
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。（
対
面
で

の
参
加
百
七
九
名
、
配
信
で
の
参
加
三

十
九
名
）。
総
合
司
会
は
依
田
徹
理
事

が
務
め
た
。

　

午
前
・
午
後
の
研
究
発
表
を
挟
む
形

で
、
開
催
さ
れ
た
総
会
で
は
、
令
和
四

年
度
の
事
業
報
告
な
ら
び
に
決
算
、
令

和
五
年
度
の
事
業
計
画
な
ら
び
に
予
算

が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

令
和
五
年
度
か
ら
の
役
員
の
選
出
に

お
い
て
、新
た
に
選
任
さ
れ
た
役
員
は
、

副
会
長　

岡
本
浩
一
、
監
査　

影
山
純

夫
、
理
事　

仲
隆
裕
（
近
畿
）・
吉
江

勝
郎
（
北
陸
）、幹
事　

降
矢
哲
男
（
近

畿
）
の
各
氏
で
あ
る
。
な
お
最
後
に
会

員
よ
り
、
東
京
例
会
で
の
資
料
が
企
業

の
Ｈ
Ｐ
で
流
用
さ
れ
た
と
い
う
件
に
つ

い
て
の
質
問
が
出
、
岡
本
副
会
長
か
ら

説
明
が
あ
っ
た
。

　

午
前
の
発
表
の
部
で
は
、
岩
崎
正
彌

理
事
の
座
長
に
よ
り
、
次
の
四
本
の
研

究
発
表
が
行
わ
れ
た
。

一�　

荒
井
欧
太
朗
（
学
習
院
大
学
人
文

科
学
研
究
科
美
術
史
学
専
攻 

博
士

後
期
課
程
三
年
）「
宗
受
宛
宗
旦
書

状
に
み
る
名
物
の
認
識　

柳
営
御
物

と
天
目
・
天
目
台
中
心
に
」

二�　

廣
田
吉
崇
（
京
都
芸
術
大
学
非
常

勤
講
師
）「
逸
話
の
創
造
と
展
開
―

『
細
川
三
斎
茶
書
』
の
意
義
に
つ
い

て
―
」

三�　

佐
々
木
隆
（
別
府
大
学
文
学
部
人

間
関
係
学
科
准
教
授
）「
高
齢
女
性

の
将
来
的
な
社
会
的
孤
立
防
止
に
向

け
た
茶
会
の
可
能
性
―
人
口
減
少
が

あ
る
大
分
県
宇
佐
市
封
戸
地
区
の
交

流
事
業
で
の
活
動
実
態
か
ら
―
」

四�　

倉
林
重
幸
（
豊
田
市
生
涯
活
躍
部

博
物
館
準
備
課
事
業
企
画
担
当
長
）

「
近
世
後
期
～
明
治
初
期　

三
河
足

助
地
方
紙
屋
鈴
木
家
の
茶
の
湯
」

　

各
報
告
内
容
に
つ
い
て
は
、
報
告
者

か
ら
の
要
旨
が
改
め
て
『
茶
の
湯
文
化

学
』
に
掲
載
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で

は
、
従
来
に
な
か
っ
た
佐
々
木
氏
の
報

告
に
つ
い
て
触
れ
る
に
と
ど
め
て
お
き

た
い
。

　

佐
々
木
氏
の
発
表
を
聞
く
た
め
に
参

加
し
た
と
い
う
参
加
者
が
質
問
に
立
っ
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た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
佐
々
木

氏
の
専
攻
は
福
祉
学
で
あ
り
、
高
齢
化

と
過
疎
化
に
悩
む
集
落
に
お
い
て
、
地

域
で
の
「
交
流
場
所
」
や
「
相
談
で
き

る
仲
間
」を
作
る
必
要
を
発
見
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
社
会
的
な
関
係
を
形
成
す
る

実
践
を
模
索
す
る
中
で
、
氏
が
鎮
信
流

の
茶
道
を
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

茶
会
が
研
究
室
の
学
生
た
ち
を
巻
き
込

ん
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
茶
会

を
実
践
し
た
結
果
を
報
告
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

報
告
の
舞
台
と
な
っ
た
大
分
県
宇
佐

市
封
戸
地
区
に
限
ら
ず
、「
人
口
減
少
」、

「
高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
」
は
、
全
国

的
な
問
題
で
あ
り
、
茶
道
界
の
高
齢
化

に
も
顕
著
な
も
の
が
あ
る
。
茶
会
が
人

と
人
と
を
結
び
つ
け
る
役
割
を
持
つ
こ

と
を
確
認
す
る
形
に
な
っ
た
報
告
は
、

参
加
者
に
実
証
的
な
研
究
報
告
と
は
一

味
違
っ
た
感
銘
を
与
え
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

東
京
育
ち
の
人
間
に
は
、地
方
で
は
、

日
常
的
に
濃
密
な
人
間
交
流
が
行
わ
れ

て
い
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
勝
手
に
抱

い
て
い
た
が
、「
雇
用
労
働
の
よ
う
に

昼
休
み
に
談
話
す
る
こ
と
が
少
な
く
、

「
物
理
的
に
」
背
を
向
け
て
業
務
に
取

り
組
む
」
と
い
う
指
摘
は
意
表
を
突
か

れ
た
よ
う
に
感
じ
た
。

　

そ
れ
よ
り
も
、茶
会
実
施
に
際
し
て
、

「
点
前
は
大
事
だ
け
れ
ど
も
、
参
加
者

同
士
が
仲
良
く
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

最
大
目
標
」
と
し
て
指
導
さ
れ
た
と
い

う
点
も
、
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
盲
点

で
、
日
常
の
茶
会
に
お
い
て
も
参
加
者

相
互
の
間
に
和
を
も
た
ら
す
心
が
け
が

ど
こ
ま
で
徹
底
さ
れ
て
い
る
か
と
反
省

さ
せ
ら
れ
た
。

　

茶
の
湯
文
化
学
会
で
の
研
究
発
表

は
、
歴
史
学
、
美
術
史
に
軸
足
を
お
い

た
も
の
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
け
れ
ど

も
、
こ
の
よ
う
な
現
代
的
な
関
心
に
応

え
、
こ
れ
か
ら
の
茶
の
湯
の
在
り
方
の

ヒ
ン
ト
を
与
え
る
発
表
も
も
と
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

　

午
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
江
戸
時
代

の
茶
の
湯　

―
そ
の
イ
メ
ー
ジ
再
考

―
」
は
、
田
中
の
司
会
に
よ
り
、
以
下

の
六
本
の
発
表
で
構
成
さ
れ
た
。

一�　

平
木
し
お
り
（
京
都
芸
術
大
学
通

信
教
育
部
非
勤
講
師　

Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ

ポ
ス
ト
ド
ク
ト
ラ
ル
ラ
リ
サ
ー

チ
ャ
ー
）「
御
成
か
ら
み
る
寛
永
前

期
の
茶
の
湯
の
位
置
」

二�　

依
田
徹
（
遠
山
記
念
館 

学
芸
課

長
）「
幕
府
老
中
と
茶
の
湯
―
稲
葉

家
と
阿
部
家
―
」

三�　

関
口
敦
仁
（
愛
知
県
立
芸
術
大
学

美
術
学
部
特
任
教
授
）「
文
化
地
理

的
分
析
か
ら
み
る
江
戸
の
茶
会
」

四�　

片
山
ま
び
（
東
京
芸
術
大
学
美
術

学
部
芸
術
学
科
教
授
）「
寛
永
年
間

の
「
御
本
茶
碗
」
か
ら
「
倭
館
窯
」

の
成
立
背
景
に
関
す
る
一
考
察
」

五�　

石
塚
修
（
筑
波
大
学
人
文
社
会
系

教
授
）「
文
治
政
治
に
お
け
る
武
士

の
茶
の
湯
―
『
鑓
の
権
三
重
帷
子
』

の
記
述
か
ら
―
」

六�　

谷
村
玲
子
（
国
際
基
督
教
大
学
ア

ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員
）「
江
戸

時
代
前
期
（
十
七
世
紀
）
の
女
性
の

茶
の
湯
」

　

こ
れ
ら
の
発
表
に
関
し
て
も
要
旨
が

『
茶
の
湯
文
化
学
』
に
、
会
誌
二
十
二
、

二
十
三
号
程
の
分
量
で
は
な
い
が
、
二

十
九
、
三
十
三
、
三
十
七
号
よ
り
も
十

分
な
紙
面
を
と
っ
て
報
告
さ
れ
る
の
で

重
複
は
さ
け
た
い
。

　

こ
こ
で
は
、
従
来
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
総
合
討
論
の
時
間
が
最
後
に
設

け
ら
れ
て
い
る
の
に
、
設
け
ら
れ
て
い

な
い
理
由
を
述
べ
る
形
で
補
足
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
東
京
で
の
大
会
で
は
、「
江

戸
・
東
京
の
茶
の
湯
」、「
岡
倉
天
心
と

明
治
の
茶
の
湯
」
と
東
京
な
ら
で
は
の

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
こ
と
を
恒
例
と

し
て
き
た
。
時
代
は
、
近
代
に
主
軸
が

お
か
れ
て
い
た
の
で
、
今
回
は
、
時
代

を
、
近
世
に
す
る
こ
と
は
す
ぐ
に
理
事

会
で
の
合
意
事
項
と
な
っ
た
。し
か
し
、

「
江
戸
の
茶
の
湯
」
と
の
テ
ー
マ
を
前

に
、ど
こ
に
焦
点
を
絞
っ
た
ら
よ
い
か
、

答
え
は
す
ぐ
に
は
、
み
つ
か
ら
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
総
合
討
論
は
や
め
て
、

い
ろ
い
ろ
な
切
り
口
の
発
表
数
を
並
べ

よ
う
と
試
み
た
次
第
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
平
木
氏
が
、
江
戸
初
期
の

茶
の
湯
を
語
る
時
に
定
番
で
あ
っ
た

「
数
寄
屋
御
成
」
を
見
直
す
と
い
う
視



─ 3 ─

点
を
提
示
さ
れ
た
結
果
、
す
べ
て
の
発

表
は
そ
こ
に
緩
や
か
に
つ
な
が
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

司
会
者
と
し
て
反
省
す
べ
き
は
、
定

刻
終
了
を
至
上
命
題
と
し
て
、
関
口
氏

の
発
表
時
間
を
大
幅
に
カ
ッ
ト
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
手
に
入
る
限
り

の
江
戸
初
期
の
武
家
の
茶
会
記
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
た
上
で
、
そ
れ
を
現
在

の
東
京
と
の
関
係
が
わ
か
る
よ
う
に
す

る
と
い
う
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
作
業
を
し
て

い
た
だ
い
た
。
同
年
の
誼
と
、
一
日
か

け
て
も
発
表
し
き
れ
な
い
く
ら
い
中
身

が
詰
ま
っ
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で

非
情
に
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら
し
た
無
礼
に

お
詫
び
し
た
い
。

　

参
加
者
の
皆
様
に
も
も
っ
と
知
り
た

か
っ
た
と
の
不
満
を
残
し
た
結
果
と

な
っ
た
か
と
思
う
が
、
関
口
氏
の
寛
大

な
好
意
に
よ
っ
て
、
氏
の
マ
ッ
ピ
ン
グ

を
よ
り
充
実
さ
せ
た
サ
イ
ト
を
作
り
、

そ
の
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
茶
の
湯

文
化
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
可
能

に
し
て
く
だ
さ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

期
待
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
回
、
対
面
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
発
信
で
の

大
会
運
営
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
東

京
例
会
で
の
運
営
に
経
験
を
積
ん
だ
学

会
の
若
手
理
事
・
幹
事
の
活
躍
が
あ
っ

て
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に

加
え
て
会
場
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
い

た
島
尾
新
学
習
院
大
学
教
授
の
研
究
室

が
院
生
を
総
動
員
し
て
、
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
下
さ
ら
な
か
っ
た
ら
決
し
て
可

能
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

島
尾
教
授
な
ら
び
に
研
究
室
の
院
生

諸
氏
に
こ
の
紙
面
を
か
り
て
御
礼
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　

島
尾
教
授
に
は
、
大
会
の
閉
会
の
挨

拶
ま
で
お
願
い
し
て
、そ
の
後
会
場
を
、

池
袋
に
移
し
て
久
し
ぶ
り
に
懇
親
会
が

行
わ
れ
た
（
参
加
者
四
十
九
名
）。

　

乾
杯
の
発
声
に
立
た
れ
た
河
合
正
朝

（
慶
応
大
学
名
誉
教
授
）
は
、
翌
日
の

見
学
会
会
場
で
あ
る
護
国
寺
の
檀
信
徒

総
代
と
い
う
立
場
か
ら
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
懇
親
会
で

は
、
親
し
く
近
況
報
告
か
ら
は
じ
ま
り

研
究
上
の
情
報
交
換
の
輪
が
、
循
環
し

て
い
っ
た
。
中
国
は
も
と
よ
り
、
ア
メ

リ
カ
か
ら
も
こ
の
大
会
を
目
指
し
て
、

若
い
研
究
者
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
が

印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

中
締
め
の
挨
拶
を
さ
れ
た
影
山
純
夫

監
事
は
、
大
会
で
の
発
表
で
、
い
か
に

茶
の
湯
が
権
力
と
結
び
つ
い
た
も
の
か

を
痛
感
し
、
日
本
史
を
研
究
し
て
い
く

う
え
で
不
可
欠
な
分
野
で
あ
る
こ
と
を

強
調
さ
れ
つ
つ
、「
わ
び
茶
」
を
究
明

す
る
方
向
で
の
研
究
の
必
要
性
を
述
べ

ら
れ
た
。

見
学
会
に
つ
い
て

�

依
田
徹

　

大
会
の
二
日
目
は
、護
国
寺
茶
寮（
文

京
区
音
羽
）
の
見
学
会
を
行
っ
た
。
護

国
寺
は
徳
川
綱
吉
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ

た
真
言
宗
寺
院
で
、
元
禄
期
の
本
堂
が

空
襲
を
免
れ
て
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い

る
。
大
正
期
に
檀
家
総
代
と
な
っ
た
の

が
高
橋
箒
庵
で
、
そ
の
働
き
か
け
に
よ

り
、
関
東
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
松

平
不
昧
の
墓
所
が
護
国
寺
へ
と
移
さ
れ

た
。
以
後
、
箒
庵
は
護
国
寺
を
東
京
の

茶
道
総
本
山
と
位
置
づ
け
、
数
寄
者
、

道
具
商
ら
に
働
き
か
け
て
茶
室
群
を
整

備
し
て
い
く
。
当
学
会
で
は
、
約
四
半

世
紀
前
に
も
護
国
寺
で
見
学
会
を
行
っ

た
が
、
こ
れ
は
参
与
で
あ
っ
た
戸
田
勝

久
先
生
の
提
言
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

戸
田
先
生
が
逝
去
さ
れ
た
の
が
本
年
五

月
九
日
で
あ
る
が
、
そ
の
約
一
月
後
に

護
国
寺
見
学
会
を
行
う
こ
と
に
、
不
思

議
な
因
縁
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

　

当
日
、
午
前
中
は
雨
模
様
で
あ
っ
た

大会・シンポジウム
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が
、
午
後
に
は
一
時
晴
れ
間
も
見
え
る

程
度
に
回
復
し
た
。
案
内
を
し
て
い
た

だ
い
た
の
は
、
護
国
寺
で
茶
寮
を
管
理

さ
れ
て
い
る
伊
澤
元
祐
氏
の
案
内
で
あ

る
。
午
前
か
ら
午
後
に
か
け
て
、
一
組

十
五
名
、
計
五
回
の
見
学
会
を
行
っ

た
。
最
初
は
護
国
寺
茶
寮
の
中
心
で
あ

る
「
月
光
殿
」
に
お
い
て
、
茶
寮
の
歴

史
が
説
明
さ
れ
た
。「
月
光
殿
」
は
桃

山
時
代
に
園
城
寺
日
光
院
に
造
営
さ
れ

た
建
築
で
、
主
殿
造
り
を
踏
襲
し
た
古

様
の
建
築
と
し
て
、
現
在
は
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
明
治
以

降
は
御
殿
山
の
原
六
郎
邸
に
移
築
さ
れ

て
い
た
が
、
箒
庵
の
働
き
か
け
で
護
国

寺
に
移
築
さ
れ
た
、
以
後
は
大
茶
会
の

会
場
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。

　

そ
の
他
、
馬
越
化
生
の
「
化
生
庵
」、

堀
越
宗
円
の
「
草
雷
庵
」、そ
れ
に
「
月

窓
軒
」
な
ど
が
案
内
さ
れ
た
。
特
に
今

回
伊
澤
氏
は
、
近
江
の
園
城
寺
か
ら
移

築
さ
れ
た
「
月
光
殿
」
に
合
わ
せ
、
同

じ
く
近
江
の
石
山
寺
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

多
宝
塔
が
造
ら
れ
、
鐘
楼
も
三
井
寺
の

鐘
を
暗
示
す
る
だ
ろ
う
と
い
っ
た
、
長

年
の
推
理
を
開
陳
さ
れ
た
。
関
西
圏
の

方
に
は
護
国
寺
が
初
め
て
と
い
う
方
も

多
く
、
茶
会
で
親
し
ま
れ
て
い
る
方
で

も
説
明
を
聞
き
な
が
ら
新
し
い
発
見
を

し
た
と
い
う
意
見
も
い
た
だ
き
、
好
評

の
う
ち
に
見
学
会
を
終
え
る
こ
と
が
出

来
た
。

令
和
五
年
度
総
会

　

総
会
は
令
和
五
年
六
月
十
日
（
土
）

十
三
時
か
ら
、
大
会
会
場
で
あ
る
学
習

院
大
学　

南
三
号
館
２
０
１
号
室
で
行

わ
れ
た
。
最
初
に
第
一
議
案
「
議
長
選

出
」
に
お
い
て
、
吉
井
清
理
事
が
満
場

一
致
で
選
出
さ
れ
、
そ
の
後
は
吉
井
清

議
長
に
よ
っ
て
進
行
さ
れ
た
。
つ
づ
く

第
二
議
案
「
令
和
四
年
度
事
業
報
告
な

ら
び
に
決
算
の
件
」、
お
よ
び
第
三
議

案
「
令
和
五
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に

予
算
の
件
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
、
提

案
が
あ
り
、第
四
議
案
「
役
員
の
選
出
」

は
、
岡
本
浩
一
理
事
が
副
会
長
に
、
吉

江
勝
郎
幹
事
・
仲
隆
裕
氏
が
理
事
に
、

降
矢
哲
男
氏
が
幹
事
に
選
出
さ
れ
、
い

ず
れ
も
異
議
な
く
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。
第
五
議
案
で
は
、
会
報
117
号
理

事
会
の
報
告
「
東
京
例
会
の
発
表
資
料

（
図
）
を
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
無
断
転
用

さ
れ
、
発
表
者
か
ら
の
再
三
の
抗
議
に

よ
っ
て
、
現
在
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
学
会
側
の
対
応
が
必
要
か
ど
う

か
も
視
野
に
入
れ
て
、
早
急
に
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。」
内
容
に
関

し
て
、
砂
川
佳
子
幹
事
か
ら
詳
し
い
説

明
が
求
め
ら
れ
た
。
東
京
例
会
担
当
の

依
田
徹
理
事
よ
り
経
緯
説
明
が
あ
り
、

岡
本
浩
一
副
会
長
よ
り
、
例
会
で
の
発

表
は
研
究
途
中
で
あ
り
、
研
究
が
進
む

こ
と
も
考
え
、
著
作
権
に
関
し
、
今
後

は
発
表
者
自
身
で
自
衛
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
と
の
見
解
が
あ
っ
た
。

例
　
会

東
京
例
会

（
令
和
五
年
五
月
二
十
七
日
）

「
十
七
世
紀
前
半
の
千
家
に
お
け

る
珠
光
認
識
」

荒
井
欧
太
朗

　

発
表
で
は
、
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十

七
世
紀
後
半
に
か
け
て
、
千
家
で
成
立

見学会（護国寺・月光殿にて茶寮事務局　伊澤元祐様による解説）
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し
た
珠
光
、
武
野
紹
鷗
へ
の
認
識
と
伝

承
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

千
利
休
が
珠
光
の
伝
承
を
積
極
的
に

広
め
て
い
た
こ
と
は
、『
茶
道
四
祖
伝

書
』・『
宗
湛
日
記
』
と
い
っ
た
文
献
史

料
か
ら
判
明
す
る
。
利
休
は
、
珠
光
が

自
身
の
茶
の
湯
の
根
源
と
認
識
し
て
お

り
、
そ
れ
が
珠
光
に
関
心
を
抱
い
た
理

由
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
利
休
が

珠
光
の
流
れ
を
汲
む
紹
鷗
に
言
及
し
た

記
録
や
伝
承
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

利
休
の
孫
で
あ
る
元
伯
宗
旦
は
、
父

の
少
庵
宗
淳
か
ら
継
承
し
た
千
家
の
茶

の
湯
が
、
珠
光
―
紹
鷗
―
利
休
と
い
う

正
統
な
系
譜
に
連
な
る
も
の
だ
と
主
張

し
た
。
こ
の
よ
う
に
宗
旦
は
、
利
休
の

認
識
を
継
承
し
、
珠
光
を
千
家
の
茶
の

湯
の
根
源
に
位
置
付
け
て
い
た
。

　

宗
旦
の
三
男
で
あ
る
江
岑
宗
左
は
、

千
家
で
初
め
て
利
休
と
紹
鷗
の
師
弟
関

係
を
明
言
し
た
。
江
岑
は
臨
済
宗
大
徳

寺
派
の
禅
を
父
祖
代
々
の
精
神
的
支
柱

と
し
、
珠
光
・
紹
鷗
・
利
休
が
帰
依
し

た
と
さ
れ
る
大
徳
寺
派
の
禅
に
注
目
し

て
い
た
。
そ
こ
で
珠
光
・
紹
鷗
・
利
休

と
い
う
三
者
の
師
弟
関
係
を
主
張
す
る

こ
と
で
、
千
家
の
茶
の
正
統
性
を
強
調

し
た
。

　

江
岑
は
次
代
に
向
け
て
覚
書
を
記
し

て
お
り
、
当
時
の
千
家
内
部
に
お
け
る

珠
光
・
紹
鷗
の
伝
承
も
記
載
さ
れ
て
い

る
。
珠
光
の
伝
承
が
、
宗
旦
の
時
代
以

前
か
ら
存
在
し
て
い
た
の
に
対
し
、
紹

鷗
の
伝
承
に
は
、
江
岑
の
時
代
ま
で
に

創
作
・
改
変
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
も

の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
江
岑
は
紹
鷗
の

伝
承
を
利
用
し
て
、
千
家
内
部
で
「
利

休
の
師
で
あ
る
紹
鷗
」
と
い
う
認
識
の

定
着
を
図
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
小
松
宮
彰
仁
親
王
の
茶
道
具
蒐
集

�

―
仙
波
家
と
伊
木
家
を
中
心
に
―
」

依
田
徹

　

小
松
宮
彰
仁
親
王
は
、
幕
末
期
に
仁

和
寺
宮
か
ら
還
俗
し
た
皇
族
で
あ
る
。

明
治
期
の
東
京
茶
道
界
で
は
皇
族
茶
人

と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の

茶
道
に
関
す
る
具
体
的
な
記
述
は
、
石

黒
况
翁
『
懐
舊
九
十
年
』
な
ど
限
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
大
正
十
二

年
（
一
九
二
三
）
の
関
東
大
震
災
で
焼

失
し
た
文
化
財
を
記
録
し
た
『
罹
災
文

化
財
目
録
』（
國
華
社
）
に
は
、
橋
場

の
小
松
宮
邸
で
失
わ
れ
た
品
々
の
一
部

が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
記
述
か
ら

彰
仁
親
王
の
茶
道
具
蒐
集
の
一
端
が
確

認
で
き
る
。
本
発
表
で
は
こ
の
『
罹
災

文
化
財
目
録
』
を
基
に
、
彰
仁
親
王
の

茶
道
蒐
集
、
さ
ら
に
は
周
辺
の
情
報
に

つ
い
て
確
認
し
た
。

　

彰
仁
親
王
は
明
治
十
年
代
に
「
唐
物

耳
付
」「
九
鬼
文
琳
」「
古
丹
波
耳
付
肩

衝　

笹
枕
」
な
ど
、
名
物
に
分
類
さ
れ

る
優
れ
た
茶
入
を
買
い
集
め
て
い
る
。

特
に
玄
々
斎
の
後
援
者
で
あ
っ
た
江
戸

の
豪
商
で
あ
る
五
代
太
郎
兵
衛
（
玄
誠

斎
宗
意
）、
同
じ
く
玄
々
斎
の
高
弟
で

あ
っ
た
旧
岡
山
藩
の
筆
頭
家
老
で
あ
る

伊
木
忠
澄
（
三
猿
斎
）
の
道
具
を
ま
と

め
て
購
入
し
、
質
的
に
も
極
め
て
高
い

道
具
を
集
め
て
い
た
。
さ
ら
に
明
治
十

七
年
に
は
石
黒
の
た
め
に
「
半
月
庵
」

の
額
字
を
、
京
都
の
裏
千
家
に
「
咄
々

斎
」
の
額
字
を
揮
毫
し
て
い
る
。
そ
し

て
仙
波
太
郎
兵
衛
と
そ
の
妻
で
あ
る
仙

波
宗
心
が
、
小
松
宮
家
と
北
白
川
宮
家

に
出
稽
古
に
赴
い
て
い
た
こ
と
を
確
認

し
た
。
明
治
二
十
五
年
に
宗
心
か
ら
彰

仁
親
王
へ
と
真
之
真
点
前
の
伝
授
が
行

わ
れ
て
お
り
、
玄
々
斎
在
判
の
「
夕
顔

真
台
子
」
が
献
上
さ
れ
て
い
る
。
彰
仁

親
王
は
名
物
の
蒐
集
の
み
な
ら
ず
、
真

台
子
伝
授
を
受
け
た
茶
人
と
し
て
、
明

治
期
の
重
要
人
物
で
あ
っ
た
と
言
え

る
。

近
畿
例
会

（
令
和
五
年
五
月
十
三
日
）

「『
宗
及
茶
湯
日
記
（
天
王
寺
屋
会

記
）』
に
見
る
戦
国
期
の
茶
の
湯

の
諸
相
」

山
田
哲
也

　

昭
和
三
十
一
年
十
二
月
、
永
島
福
太

郎
先
生
（
一
九
一
二
～
二
〇
〇
八
）
の

翻
刻
・
校
訂
に
よ
り
、『
茶
道
古
典
全
集
』

に
堺
の
豪
商
津
田
家
三
代
の
茶
会
記
が

収
め
ら
れ
、書
名
を
「
天
王
寺
屋
会
記
」

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
爾
来
、
六
十
数

年
経
過
し
た
が
、
茶
道
史
研
究
の
第
一

級
の
史
料
と
し
て
の
輝
き
を
失
っ
て
は
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い
な
い
。
原
本
の
松
浦
家
本
の
発
見
者

で
あ
る
永
島
先
生
に
よ
り
、『
天
王
寺

屋
会
記
』と
命
名
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
松
浦
家
に
は
不
評
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
江
戸
時
代
の
再
調
製
時
の
表

紙
の
外
題
に
は
「
宗
及
茶
湯
日
記
」
と

あ
り
、
天
王
寺
屋
な
ど
と
い
う
表
記
は

ど
こ
に
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
元

表
紙
の
外
題
は「
茶
湯
客
来
之
記
」、「
茶

湯
幷
唐
物
拝
見
之
記
」、「
他
所
之
茶
湯

留
」
な
ど
の
よ
う
に
各
巻
で
違
い
を
見

せ
て
お
り
、一
様
で
は
な
い
。
今
回「
茶

書
古
典
集
成
」
刊
行
に
あ
た
っ
て
書
名

は
外
題
か
題
箋
か
ら
採
用
す
る
と
い
う

原
則
が
示
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
『
天
王

寺
屋
会
記
』
よ
り
『
宗
及
茶
湯
日
記
』

に
改
め
ら
れ
た
。

　

永
島
先
生
は
生
前
『
天
王
寺
屋
会

記
』
の
改
訂
を
願
っ
て
お
ら
れ
た
が
、

諸
般
の
事
情
に
よ
り
叶
わ
な
か
っ
た
。

今
回
の
「
茶
書
古
典
集
成
」
で
は
そ
の

こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
先
生
の
遺
さ
れ

た
『
影
印
版
天
王
寺
屋
会
記
』（
一
九

八
九
年
刊
）
に
よ
り
、
翻
刻
作
業
を
進

め
、
幾
ら
か
で
も
そ
の
責
を
果
た
せ

た
か
と
思
う
。「
翻
刻
は
怖
い
な
」
と

先
生
が
漏
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
る
。
今
回
の
翻
刻
で
改
訂
し
た

文
字
に
「
南
都
茶
筅
」
が
あ
る
。
従
来

は
「
南
殿
茶
筅
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
南
都
茶
筅
＝

奈
良
茶
筅
の
生
産
が
天
文
期
ま
で
遡
る

こ
と
に
な
っ
た
。
奈
良
を
第
二
の
故
郷

と
呼
び
、
奈
良
県
の
史
料
に
知
悉
し
て

お
ら
れ
た
先
生
は
気
付
か
れ
て
い
た
に

違
い
な
い
。
ま
た
内
容
か
ら
提
起
で
き

た
こ
と
は
、「
引
拙
」
の
存
在
で
あ
る
。

引
拙
と
は『
宗
及
茶
湯
日
記
』の
外
、『
山

上
宗
二
記
』
や
『
神
屋
宗
湛
日
記
』
な

ど
第
一
級
史
料
に
出
て
く
る
名
物
道
具

所
持
者
の
こ
と
で
あ
る
が
、
引
拙
は
津

田
宗
達
を
始
め
堺
衆
に
よ
り
、
天
王
寺

屋
宗
伯
を
抹
殺
す
る
た
め
創
り
上
げ
ら

れ
た
架
空
の
人
物
で
あ
る
。
事
の
次
第

は
矢
野
環
先
生
の
平
成
十
三
年
十
一
月

十
七
日
の
東
京
例
会
報
告
「
珠
光
名
物

の
成
立
過
程
―
『
山
上
宗
二
記
』
以
前

を
み
る
―
に
譲
る
が
、
今
後
も
検
証
を

重
ね
て
い
き
た
い
。

　

最
後
に
『
宗
及
茶
湯
日
記
』
の
「
宗

達
他
会
記
」の
多
変
量
解
析
を
試
み
て
、

そ
こ
に
参
加
し
た
人
物
の
親
近
性
に
つ

い
て
六
枚
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
提
示
し

た
。

（
令
和
五
年
三
月
四
日
）

「
信
濃
飯
田
・
市
岡
家
の
茶
の
湯
」

廣
田
吉
崇

　

長
野
県
の
飯
田
市
立
中
央
図
書
館
に

は
貴
重
資
料
と
し
て
市
岡
文
書
が
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
伝
え
た
市
岡
家

は
飯
田
に
お
い
て
製
糸
業
や
元
結
製
造

業
を
営
み
、
一
方
で
美
濃
久
々
利
の
領

主
千
村
氏
に
仕
え
、
幕
領
の
榑
木
山
を

支
配
す
る
飯
田
荒
町
役
所
の
役
人
等
を

勤
め
た
家
系
で
あ
る
。
市
岡
家
の
文
化

的
業
績
と
し
て
本
草
学
が
知
ら
れ
る

が
、
市
岡
文
書
に
は
他
に
も
興
味
あ
る

資
料
が
数
多
く
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
茶

の
湯
・
花
道
に
関
す
る
資
料
の
多
く
は

宗
徧
流
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
市
岡

家
が
伝
え
た
茶
の
湯
は
、
山
田
宗
徧
の

二
男
で
あ
り
、
桃
葉
庵
と
称
し
た
山
田

宗
屋
の
宗
徧
流
で
あ
る
と
さ
れ
、
遠
江

横
須
賀
の
井
田
若
水
を
経
て
、
飯
田
の

大
蔵
玄
信
、そ
し
て
市
岡
家
五
代
智
寛
、

七
代
嶢
智
、
八
代
経
智
、
九
代
雅
智
と

伝
え
ら
れ
た
。
飯
田
で
は
こ
の
系
統
の

宗
徧
流
が
栄
え
た
が
、
一
般
の
茶
の
湯

系
譜
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、

市
岡
文
書
に
は
宗
徧
流
六
世
山
田
宗
学

が
“
栗
田
宗
学
”
の
名
で
あ
ら
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
市
岡
文
書
に
は
異
色
の
茶
書

と
し
て
『
織
部
流
茶
道
書
』
が
あ
る
。

こ
れ
は
七
代
嶢
智
が
書
写
し
た
も
の
と

さ
れ
る
が
、
独
自
の
教
え
が
含
ま
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
茶
書
の

教
え
の
一
部
は
五
代
智
寛
が
三
十
一
歳

の
時
に
あ
ら
わ
し
た
『
台
子
手
前
』
と

い
う
文
書
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
織
部
流
の
教
え
に
は
、
智

寛
お
よ
び
そ
の
子
で
あ
る
嶢
智
の
二
代

に
わ
た
り
目
に
ふ
れ
る
機
会
が
あ
っ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の

茶
書
が
市
岡
家
に
い
た
っ
た
経
緯
等
は

不
明
で
あ
る
。
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「
定
家
筆 

詠
草
「
泊
瀬
山
」
と
俊

成
・
伝 

西
行
・
定
家
筆
「
小
色

紙
三
筆
」
の
表
装
」

中
村
幸

　

定
家
筆 

詠
草
「
泊
瀬
山
」（
近
衛
家

陽
明
文
庫
蔵
）
は
、
近
衛
家
凞
（
一
六

六
七
～
一
七
三
六
）
が
表
装
し
て
最
も

用
い
た
茶
掛
で
あ
る
。
一
方
、
一
九
八

〇
年
か
ら
の
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
公
開

調
査
で
発
見
さ
れ
た
、俊
成
・
伝 

西
行
・

定
家
筆
「
小
色
紙
三
筆
」（
冷
泉
家
時

雨
亭
文
庫
蔵
。
以
下
「
三
筆
」
と
称
す

る
）
は
、
西
行
と
定
家
の
関
係
が
窺
え

る
新
史
料
と
さ
れ
、
昨
今
、
西
行
の
真

筆
も
判
明
し
た
が
、
表
装
の
考
察
は
さ

れ
て
い
な
い
。

　

本
発
表
で
は
、
ま
ず
「
泊
瀬
山
」
の

上
下
と
、「
三
筆
」
の
中
廻
・
風
帯
の

白
地
花
木
尾
長
鳥
文
縫
紗
（
以
下
「
縫

紗
」
と
称
す
る
）
に
三
か
所
の
柄
の
一

致
を
明
示
し
、
両
幅
の
縫
紗
を
同
定
し

た
。

　

つ
い
で
『
槐
記
』『
御
茶
湯
之
記
』

『
他
所
之
茶
事
道
具
献
立
之
留
』『
錦
小

路
頼
庸
朝
臣
記
』
か
ら
、
仙
台
藩
茶
道

役
の
山
本
宗
林
が
縫
紗
を
家
凞
へ
献
上

し
、正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
頃
に
「
泊

瀬
山
」
が
仕
立
ら
れ
、そ
の
後
「
三
筆
」

が
修
復
さ
れ
た
見
解
を
述
べ
る
。他
方
、

江
戸
初
期
に
和
歌
な
ど
の
古
筆
の
茶
掛

が
流
行
る
と
、
時
雨
亭
文
庫
に
盗
難
が

相
次
ぎ
、朝
廷
と
幕
府
は
寛
永
五
年（
一

六
二
八
）
に
文
庫
を
封
印
し
た
。
よ
っ

て
「
三
筆
」
の
修
復
は
、
勅
封
が
解
か

れ
た
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
以
降
と

推
察
す
る
。
そ
し
て
風
帯
に
み
る
極
め

て
類
例
の
少
な
い
柄
の
構
成
は
、
家
凞

表
具
の
可
能
性
を
示
唆
し
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

例
会
の
ご
案
内

※�

例
会
の
日
程
・
会
場
等
、
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
個
人
宛
に
メ
ー

ル
等
で
の
お
知
ら
せ
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

東
京
例
会

令
和
五
年
十
月
十
四
日
（
土
）

（
会
場
：
埼
玉
会
館
６
Ｂ
会
議
室
・
会

場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

午
後
二
時
～

「
初
代
・
根
津
嘉
一
郎
の
茶
室
」

下
村
奈
穂
子

「『
茶
経
』
に
関
す
る
２
、
３
の
こ
と
」

岩
間
眞
知
子

令
和
五
年
十
一
月
十
一
日
（
土
）

（
会
場
：
埼
玉
会
館
５
Ｃ
会
議
室
・�

�

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

午
後
二
時
～

「「
古
伊
賀
―
破
格
の
や
き
も
の
―
」
展

に
つ
い
て
（
仮
）」

菅
沢
そ
わ
か

「
裏
千
家
の
千
猶
鹿
刀
自
の
和
歌
に
つ

い
て
」

石
塚
修

令
和
六
年
二
月
十
七
日
（
土
）

（
会
場
：
未
定
・
会
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

午
後
二
時
～

「
益
田
克
徳
の
茶
と
そ
の
周
辺　

そ
の

五
」

神
保
乃
倫
子
・
八
木
京
子

「
織
田
有
楽
に
つ
い
て
（
仮
）」

西
山
剛

静
岡
例
会

（
決
ま
り
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。）

東
海
例
会

（
会
場
：
昭
和
美
術
館
会
議
室
）

午
後
二
時
～
三
時
半

（
開
場
午
後
一
時
半
～
）

令
和
五
年
十
一
月
二
十
五
日
（
土
）

「
信
楽
焼
―
茶
の
湯
の
道
具
を
中
心
に
」

大
槻
倫
子

近
畿
例
会

令
和
五
年
十
一
月
四
日
（
土
）

（
会
場
：
大
阪
私
学
会
館
３
０
７
号
室
）

午
後
二
時
～
四
時

（
午
後
一
時
半
開
場
）

「
藤
田
家
と
山
本
竹
雲
」

村
田
隆
志
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「
藤
田
家
と
茶
」

國
井
星
太

＊�

会
場
は
、
藤
田
美
術
館
（
大
阪
市
都

島
区
）
の
す
ぐ
そ
ば
で
す
。
発
表
と

合
わ
せ
て
観
覧
を
お
勧
め
い
た
し
ま

す
。

　

�

当
日
ご
覧
い
た
だ
け
る
展
示
テ
ー
マ

は
、「「
江
」
藤
田
家
茶
会　

藤
田
平

太
郎
（
江
雪
）
が
席
主
を
つ
と
め

た
大
正
九
年
光
悦
会
・「
護
る
」
国

や
信
者
を
守
護
す
る
仏
教
の
道
具
・

「
妖
」
お
と
な
の
絵
巻
」
で
す
。

＊�

チ
ケ
ッ
ト
は
各
自
ご
購
入
く
だ
さ

い
。
但
し
、
例
会
前
に
観
覧
さ
れ
ま

す
方
は
、
美
術
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に

茶
の
湯
文
化
学
会
専
用
の
受
付
（
十

一
時
三
十
分
～
十
三
時
十
五
分
）
を

設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
購
入
前

に
学
会
受
付
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

令
和
六
年
（
未
定
）

「
未
定
」

八
尾
嘉
男

「『
宗
及
茶
湯
日
記
（
天
王
寺
屋
会
記
）』

に
見
る
戦
国
期
の
茶
の
湯
の
諸
相　

２
」

山
田
哲
也

北
陸
例
会

令
和
六
年
三
月
十
六
日
（
土
）

（
会
場
：
富
山
市
佐
藤
記
念
美
術
館
）

午
後
二
時
～

「『
生
成
―Life is beautiful

』
展　

富

山
の
現
代
工
芸
作
家
に
つ
い
て
（
仮
）」

金
沢
例
会

令
和
六
年
三
月
二
十
四
日
（
日
）

講
演
会
（
詳
細
未
定
）

高
知
例
会

令
和
五
年
十
二
月
十
日
（
日
）

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

午
前
十
時
～
正
午

茶
の
湯
関
係
文
献
を
読
み
所
感
の
発
表

「
地
域
の
茶
人
に
学
ぶ　

Ⅱ
」

正
午
～
午
後
四
時

軽
食
茶
事　

席
主　

三
名

会
費　

二
千
円

（
参
会
希
望
者
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

令
和
六
年
二
月
二
十
五
日
（
日
）

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

午
前
十
時
～
正
午

茶
の
湯
関
係
文
献
を
読
み
所
感
の
発
表

「
地
域
の
茶
人
に
学
ぶ　

Ⅲ
」

新
刊
紹
介

『
茶
道
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
辞
典
』

岡
本
浩
一
編
著
者　

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・

ロ
ウ
補
訳
者　

大
修
館
書
店

定
価
二
七
、
五
〇
〇
円
（
税
込
）

『
明
代
二
大
茶
書
　
張
源
『
茶
録
』・
許

次
紓
『
茶
疏
』
全
訳
注
』

岩
間
眞
知
子
訳
注

講
談
社
学
術
文
庫
２
７
８
１

講
談
社

定
価
一
、
○
○
○
円
（
税
別
）

『
野
村
得
庵
茶
会
記
集
成
』

野
村
美
術
館
学
芸
部
編　

思
文
閣
出
版

（
販
売
は
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
野

村
美
術
館
ま
た
は
寄
贈
さ
れ
た
大
学
図

書
館
・
博
物
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。）

※�

二
〇
二
三
年
度 

年
会
費
を
払
込
み

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

大阪私学会館
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